
２
月
の

▽
広
島
商
工
会
議
所
は
、
２
月
１２
日
午
後

２
時
か
ら
商
議
所
ビ
ル
で
「
経
営
安
定
セ

ミ
ナ
ー
＆
一
日
経
営
安
定
相
談
会
」
を
開

く
。「
あ
な
た
の
会
社
の
健
康
診
断
／
企
業

査
定
の
ポ
イ
ン
ト
〜
社
長
さ
ん
、「
決
算
書
」

読
め
て
ま
す
か
？
〜
」
と
題
し
、
金
融
機

関
側
か
ら
見
る
企
業
査
定
ポ
イ
ン
ト
を
公

認
会
計
士
・
税
理
士
の
稲
田
正
司
氏
が
講

演
。
定
員
八
〇
人
。
相
談
会
は
、
弁
護
士
、

中
小
企
業
診
断
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
が
対
応
。
受
講
・
相
談
料
は
無
料
。
�電

二
二
二
―
六
六
九
一
。

▽
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
広
島
―
も
み
じ

（
加
藤
孝
子
会
長
）
は
、
２
月
２０
日
午
前

１０
時
か
ら
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
と
茶
会
」
を

開
く
。
９
２
年
の
認
証
以
降
、
も
み
じ
奨

学
金
な
ど
を
中
心
に
地
域
奉
仕
や
女
性
と

女
児
の
生
活
向
上
支
援
活
動
を
展
開
。
一

五
周
年
の
昨
年
は
子
ど
も
図
書
館
へ
の
本

贈
呈
や
呉
慈
愛
会
へ
の
車
贈
呈
な
ど
も
行

っ
た
。
当
日
は
協
賛
店
や
会
員
持
ち
寄
り

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
呈
茶
席
（
裏
千
家
）

な
ど
。
会
費
一
〇
〇
〇
円
。

もも
よよ
おお
しし

〈
県
立
産
業
会
館
〉

▽
新
春
デ
コ
ラ
フ
ェ
ア
（
６
〜
７
日
）
広

島
デ
コ
ラ
。

▽
Ｆ
Ｗ
総
合
展
示
会
（
７
〜
８
日
）
デ
サ

ン
ト
広
島
。

▽
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
大
商
談

会
（
８
日
）
明
光
商
会
。

▽
展
示
会
（
１４
日
）
ク
リ
エ
イ
ト
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
。

▽
日
立
グ
ル
ー
プ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
１４
〜
１５
日
）

日
立
製
作
所
中
国
支
社
。

▽
試
食
商
談
会
（
１５
日
）国
分
中
国
支
社
。

▽
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
特
別
販
売
会
（
１６
日
）

ヤ
マ
ギ
ワ
広
島
営
業
所
。

▽
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
（
１７
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ち
ゅ
う
ご
く
ソ
フ
ト
プ
ラ
ン
。

▽
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
（
２０
日
）

シ
ャ
ー
プ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
。

▽
春
の
総
合
展
示
会
（
２１
〜
２２
日
）
日
新

商
事
。

▽
Ｆ
／
Ｗ
ゼ
ッ
ト
自
社
品
・
展
示
会
（
２１

〜
２２
日
）
ゼ
ッ
ト
。

▽EPSO
N
B
usinesSolution

（
２２
日
）エ

プ
ソ
ン
販
売
。

▽
総
力
祭
（
２３
〜
２５
日
）
ツ
カ
モ
ト
。

▽M
ITSU

ITEC
H
N
C
A
FA
IR

（
２６
〜
２７

日
）
三
井
精
機
工
業
広
島
営
業
所
。

▽
冬
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ウ
ェ
ア
展
示
受
注
会

（
２９
日
）
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
。

〈
中
小
企
業
会
館
〉

▽
Ｈ
Ｕ
Ｃ
バ
イ
ク
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
１２
日
）

広
島
県
二
輪
自
動
車
�協
。

▽
ふ
れ
あ
い
花
市
場
（
１５
〜
１８
日
）
広
島

県
花
卉
商
業
�協
。

▽
広
島
花
の
祭
典
（
１５
〜
１８
日
）
同
実
行

委
員
会
。

▽
専
門
機
器
展
（
２０
日
）
有
限
責
任
中
間

法
人
全
国
管
洗
浄
協
会
。

▽
菓
子
見
本
市
（
２２
〜
２３
日
）
ふ
た
ば
コ

ン
フ
ェ
ッ
ク
ス
。

▽
春
夏
商
品
展
示
会
（
２７
日
）庄
子
食
品
。

寒
く
な
る
と
、

脳
卒
中
が
多
く
な

っ
て
き
ま
す
。
脳

卒
中
と
は
、
脳
の

血
管
が
破
れ
た
り

（
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
）、
詰
ま
っ
た

り
（
脳
梗
塞
）
し
て
、
脳
の
働
き
に
支
障

を
生
じ
る
脳
血
管
障
害
で
、
年
間
約
一
四

万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
同
じ
血
管
障

害
の
心
筋
梗
塞
は
約
七
万
人
で
す
か
ら
、

脳
卒
中
は
か
な
り
多
く
、
命
が
助
か
っ
て

も
後
遺
症
を
残
し
、
第
一
線
か
ら
退
い
た

人
も
い
ま
す
。
長
嶋
茂
雄
氏
も
オ
シ
ム
氏

や
ま
い

も
予
期
せ
ぬ
突
然
の
病
で
全
日
本
監
督
を

続
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
黒
柱
が

急
に
倒
れ
る
と
、家
族
や
組
織
は
悲
し
み
、

混
乱
し
ま
す
。

脳
卒
中
の
前
ぶ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
①
頭
痛
、
吐
き
気
、
め
ま

い
、
耳
鳴
り
、
②
し
び
れ
、
脱
力
感
、
足

が
も
つ
れ
る
、片
方
の
手
が
動
き
に
く
い
、

③
物
が
二
重
に
見
え
る
、
物
が
見
え
に
く

い
、
④
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
物
忘
れ
が
ひ
ど

い
、
痴
呆
、
意
識
障
害
、
こ
の
よ
う
な
症

状
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
治
療
が
ご
く
早
く
開
始
さ

れ
れ
ば
、
麻
痺
な
ど
の
後
遺
症
が
残
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
最
も
大
切
な
の
は
、
脳
卒
中

に
な
ら
な
い
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
激
務
の

な
か
で
も
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
厚
労

省
は
、
下
記
の
よ
う
な
「
脳
卒
中
に
か
か

り
や
す
さ
表
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
６０
歳
以
上
で
あ
る

□
高
血
圧
で
あ

る

□
高
脂
血
症
で
あ
る

□
糖
尿
病

で
あ
る

□
家
族
や
親
戚
に
、
脳
卒
中

に
か
か
っ
た
人
が
い
る

□
脈
が
乱
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
る

□
太
っ
て
い
る

□
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

□
た
ば
こ

を
吸
う

□
運
動
不
足
で
あ
る

□
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る

□
ゆ
っ
く

り
休
め
な
い

□
完
璧
主
義
で
あ
る

□
味
付
け
の
濃
い
も
の
が
好
き

□
脂

っ
こ
い
も
の
が
好
き

□
味
見
を
せ
ず

に
調
味
料
を
か
け
る
こ
と
が
多
い

□
果
物
を
食
べ
る
こ
と
が
少
な
い

□
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

該
当
項
目
が
多
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
脳

卒
中
予
備
軍
で
す
。
死
の
四
重
奏
と
い
わ

れ
て
い
る
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、

肥
満
を
管
理
す
る
た
め
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク

し
た
項
目
に
気
を
つ
け

る
と
と
も
に
、
健
康
診

断
を
利
用
し
た
り
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
早

め
に
指
導
や
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

広
島
市
医
師
会
副
会
長

県
立
広
島
病
院
内
科
部
長

桑
原

正
雄

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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